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図2 -枚ポー トフォリオ (秦)
































○研究対象クラス :5年生の1クラス (一枚ポー トフォリオでの実践)
5年生の他の2クラス (一枚ポー トフォリオを用いない実践)
○実 施 時 期 :平成 16年 5月～7月
一枚ポー トフォリオを用いての実践研究は,著者の一人である楠本が5年生の全クラス
橋本健夫 ･楠本正信 :一枚ポー トフォリオを活用した理科学習 (I) 67
















ア 1のところ イ 2のところ ウ 3のところ
エ 2より少し3側 オ 2より少し1側 カ その他 (















第 1時 第 2時 第 3時 第4時 第5.6時
十分達成 ◎ 39 38 39 37 28
おおむね達成 ○ 1 1 1 2 12
(単位 :人)
橋本健夫 ･楠本正信 :一枚ポー トフォリオを活用した理科学習 (Ⅰ) 69
図3 各時間の目標達成状況
表 2 次時の目標の明確化状況
第 1時 第2時 第 3時 第4時 第5.6時
十分達成 ◎ 19 30 35 29 37







次時の目標の明確化については,表 2及び図4に示す通 り,目標を持つ とい うことに着
目すると毎時間8割以上の児童が次時にやるべきことをイメージすることができている｡















問題 1の正答者数 (名) 29 35













































1)橋本重治 :｢新教育評価法総説｣ 金子書房 1976
2)梶田叡一 ･藤田恵璽 ･井上尚美 :｢現代教育評価講座｣pp.ll-44 第一法規 1978
3)橋本健夫外 :｢理科教育 一理論 と実践-｣pp.163-175 東京書籍 1991
4)西岡加名恵 :｢評価基準をどう具現化するか｣理科の教育 vol.52 2003
5)安藤輝次 :｢教師用から子 ども用のポー トフォリオ- ｣初等理科教育 vol,37 2003
6)堀哲夫 :｢学びの意味を育てる理科の教育評価｣東洋館出版 2004
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【仮説 1 (本 時)】 ｢砂袋を楽に持ち上げよう｣いう活動を行うことによって,子供
は力をかける位置や砂袋の位置の変化と手応えの変化に目を向け,
てこのはたらきについて詳しく調べたいという意欲をもつであろうo
【仮説 2(単元全体)】 単元を通した一連の評価を一枚ポー トフォリオを活用することに
よって,子供は自分の学習の足跡を意識し科学的な見方や考え方の






･全 6時間 (本時 1/6)
なぜ,手ごたえが違 うのだろう
第 2時 支点 ･力点 ･作用点の位置と手ごたえの関係を調べる
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④ 本時の学習
④-1 本時のね らい
砂袋 を棒 を使って楽に持ち上げるとい う活動 を行 うことにより,手の位置や袋の位
置,支える位置が変わると手 ごたえが変わるのではないか とい う見通 しを持ち,詳 し
く調べてい こうとす る意欲 を持つ｡
④-2 展 開
過程 子供の取り組み l 教 員 の か か わ り 時間
めあてをもつ 1 本時のめあてを .一一学習材 1 ---. ○ 教員の演示により学習材 1を提示するo10/5
l lもつo : : 子供たちは,砂袋を持ち上げたり,道具I








2 棒を用いて砂袋 .一一学習材 2 ----.○ 活動に入る前に,楽に持ち上げるため
l lを持ち上げる○ :.体育用棒 : の方法を自由に発言 し合 う場を設定すI






























































A てこの 3点に着 目した記述がされ
ている｡
B 調べたいことを記述 している｡
C てこの 3つの点のどこを動かせば
手応えが変化するのかについては
はっきりしていないことを再確認
する｡
